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Abstract
Infancy is an important period for children’s feet and provides the foundation for their development 
into adulthood. It is necessary that adults who deal with children pay attention to children’s feet 
during this period, taking into consideration their growth and development of motor function and 
selecting children’s shoes with great care. In order to spread awareness about children’s feet and 
shoes to children and their parents, a questionnaire survey was conducted with 168 parents in year-
round kindergartens and nurseries in Area A.
I got a result and collection of 130 people（77.4% of rate of collection）. The results found that around 
68（52.3%）of all parents chose shoes they felt fi t their children’s feet, but around 30% of children had 
problems such as “rubbing against the shoe” and “nails breaking,” suggesting that there may be 
difficulties with correctly determining shoe size, selecting shoes or putting on shoes properly. 
Although many parents showed concern with their children’s feet and shoes, there were limited 
opportunities to learn about children’s foot health and care. In the future, health education programs 
for all adults who deal with children, should be considered for implementation at childcare and 
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が知られている（内田, 藤原, 佐々木, 横尾, 中
野, 2002）。そして、足趾の形態異常は、足に
合った靴選びや、正しい靴の履き方が出来て













































































































































































































足に合っている 歩きやすさ デザイン・色 素材 値段 その他 無回答
1位 85名（65.4％） 13名（10.0％） 17名（13.1％） 8名（ 6.2％）  3名（ 2.3％）  4名（ 3.0％） 0
2位 18名（13.8％） 39名（30.0％） 33名（25.4％） 7名（ 5.4％） 12名（ 9.2％） 16名（12.4％） 5名（ 3.8％）
































































締め直して履く 53名（40.8％）35名（26.9％）11名（ 8.5％）20名（15.4％） 6名（ 4.6％） 5名（3.8％）
踵をつぶしての




もって履く 34名（26.2％）17名（13.1％）39名（30.0％）25名（19.2％）12名（ 9.2％） 3名（2.3％）













































の指導が急務である（加城, 塚本, 釜中, 2014）。
A地域の保護者へも正しい子どもの靴選びの
知識の普及が必要である。
３．子どもが靴を履くときに、保護者が心掛
けさせていること
　子どもが靴を履くときに保護者が心掛けさ
せていることについての質問では全ての質問
項目において回答が低かった。保護者が、子
どもに靴の履き方を心掛けさせるためには、
保護者自身が靴の正しい履き方を理解してい
る必要がある。しかし、保護者自身が正しい
靴の履き方を知る機会が少なく、子どもに心
掛けさせることが困難になっていると推察で
きる。
　幼児期は、基本的生活行動の獲得が進み、
保育園・幼稚園における集団行動が始まる。
子どもは社会が広がると同時に、集団行動の
中の一員として適応し、保護者から離れて集
団での生活を送るようになる。その為、靴の
脱ぎ履きは、子ども自身が行い、保護者も子
どもの靴の脱ぎ履きに関わる機会が減ってく
る。集団行動の中では、子ども自身の靴の着
脱のしやすさや、時間がかからずにスムーズ
に脱ぎ履きできる靴が重視される可能性が高
くなると思われる。子どもが靴を履くときに
必要な「紐やベルトを締め直して履く」「かか
とをフィットさせる」など心掛けさせたい事
を、保護者が子どもに伝える機会も減り、適
切な靴の履き方を保護者が子どもに教育する
ことが困難になっているのではないかと考え
られる。
　今後は、保護者だけではなく、保育や教育
現場、医療・保健活動の場などで、子どもに
かかわる全てのおとなが、子どもの足や靴の
選び方、履き方に関心を持ち、さまざまな場
面で子どもへの靴に関する教育ができること
が望ましい。
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４．足や靴に関する健康教育
　子どもの足や靴に関心のある保護者は、
「少しある」保護者も含めると122名（93.8％）
の保護者が関心を持っていた。しかし、今ま
でに健康教育を受ける機会があった保護者は、
34名（26.2％）と少なかった。
　子どもの基本的生活行動の獲得には、保護
者を中心に家族や、子どもにかかわる保育・
教育・医療関係者の全てのおとなの影響が大
きい。子ども達に関わる周囲のおとなが、靴
教育によって、子どもの靴に対する正しい知
識を得て、子ども自身の靴の正しい履き方を
指導することで、子どもから高齢者に至るま
での、全ての世代の健康と安全が守られる
（吉村, 2013）と提唱されているように、子ど
もにかかわるおとなが、子どもの足の健康と
健やかな成長発達を守るため、足と靴に対す
る正しい知識を身に着けるための健康教育の
機会が必要である。
Ⅵ．まとめ
　A地域に居住する幼児期の子どもの保護者
の約半数は、子どもの足に合う靴を選び、靴
が合っていると感じている。しかし、約3割
の子どもには、靴擦れや爪が割れるなどのト
ラブルがあり、実際の足のサイズや靴の正し
い選び方、履き方が出来ていない可能性があ
る。また、足や靴に関心のある保護者は多い
が、健康教育を受ける機会が少ない。今後、
保護者と子どもに関わる全てのおとなを対象
とした、各発達段階や活動に合わせた健康教
育を計画していく必要がある。保護者には健
康診査等の機会を活用した健康教育プログラ
ムを検討していく。子どもにかかわる保育士
などへの健康教育の機会を別途検討する。
　本研究の限界は、A地域という限定された
地域での、子どもの足に関する実態調査であ
る。
　本研究は平成29-31年度私立大学研究ブラ
ンディング事業「足育（あしいく）研究プロジ
ェクト」の一部である。
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